
【assistant】 【SSD 受講生】 【SSD】
・作品の制作
・受講生を活かした協力の要請

・ものづくりとその周辺の観察
・記録作品、従事日誌の提出
・ラップアップミーティング
・制作協力

・「CiRws という授業」の記録
・今後に向けての SSDの PV 作成

6/28
（木）
kickoffmeeting

【CiRws の主旨の共有】本江先生（SSD）：CiRws 意義の説明、CiRws 進め方の説明、受講生のこなす課題の説明

【専門性の共有】SSD受講生：自己紹介、自分の能力のアピール assistant：受講生の専門性の把握

【課題の出題】本江先生（SSD）：課題出題

完成

ものづくり現場の観察

記録作品／
ラップアップミーティング

発表

発表

33 年目の家

制作協力

受講生の
能力を見極めた
協力要請

7/2
｜
7/14
実施期間

「CiRws」スタジオの観察

 ・報告記録

 ・SSDPV 作成

 ・サポート

後日

着手

「ゴーストハウス」制作

Creator in Residence workshop

課題

教育プログラムの提供と開発

CiRws レポート

３つの
大きな
目的

7/27（金）
学内講評会

8/12（日）
成果発表会


